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　平成 25年度
　当初予算の概要

写真は大田公園に新たに設置された遊具で遊ぶ子どもたち
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厳
し
い
財
政
状
況
を
乗
り
越
え
、

将
来
を
見
据
え
た
当
初
予
算

　
平
成
25
年
度
の
当
初
予
算
一
般
会
計

の
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、
第
４
次
日
出

町
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
を
基
本
と

し
て
、
中
長
期
的
な
財
政
運
営
を
見
据

え
、
持
続
可
能
な
財
政
運
営
が
実
現
で

き
る
よ
う
住
民
の
生
命
・
財
産
を
守
る

な
ど
の
真
に
必
要
と
す
る
事
業
の
み
を

厳
選
し
て
実
施
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
私
た
ち
の
子
ど
も
の
世
代
に
、
過
度

の
負
担
を
強
い
る
こ
と
が
無
い
よ
う
に
、

緊
急
度
の
低
い
事
業
は
行
わ
な
い
な
ど

施
策
の
選
択
と
集
中
に
よ
っ
て
、
限
ら

れ
た
財
源
と
人
員
を
最
大
限
活
用
で
き

る
予
算
と
し
ま
し
た
。

　
歳
入
予
算
は
、
た
ば
こ
税
が
大
分
県

か
ら
移
譲
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
増
額
が

見
込
ま
れ
ま
す
が
、
地
方
交
付
税
の
減

少
や
学
校
施
設
耐
震
化
事
業
の
前
倒
し

実
施
（
平
成
24
年
度
実
施
）
に
よ
る
町

債
の
減
額
に
よ
り
、
総
額
は
前
年
度
当

初
予
算
よ
り
も
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
出
予
算
は
、
基
本
理
念
に
沿
っ
た

事
業
展
開
を
推
進
す
る
た
め
、「
雇
用
と

く
ら
し
の
安
定
確
保
」「
子
育
て
・
教
育

の
推
進
」「
地
域
の
活
性
化
と
資
源
の
有

効
活
用
」「
安
心
安
全
・
環
境
エ
ネ
ル
ギ

ー
対
策
」
に
重
点
を
置
い
た
編
成
と
な

り
ま
し
た
。

　　　■４つの基本理念

　　　　  町民が輝くまちづくり
　　　　　・町民が生き生きと活動し、生きがいのある生活をおくられるまち
　　　　　・町民が地域の中で安心して生活でき、個性を伸ばし、能力を発揮できるまち
　　　　　・魅力ある人とまちを創りだす教育・文化のまち

　　　　　　　　　  自然と調和のとれたまちづくり
　　　　　　　　　　・恵まれた自然環境の保全に務めるまち
　　　　　　　　　　・歴史的文化遺産を活用した賑わいのあるまち
　

　　　　　　　　　　　　　  協働によるまちづくり
　　　　　　　　　　　　　　・町民参加の機会を拡大し、みんなで進める協働のまち
　　　　　　　　　　　　　　・地域コミュニティやボランティア団体が活動しやすいまち

　　　　　　　　　　　　　　　　　  創意と工夫により自立したまちづくり
　　　　　　　　　　　　　　　　　　・効率的で効果的な行財政運営のまち
　　　　　　　　　　　　　　　　　　・広域的視野に立ち、行政施策を展開するまち

平成 25 年度当初予算基本方針
　　

　第４次日出町総合計画後期基本計画におけるまちづくりの将来像実現のため、４つの基本理念に沿った事

業展開を行う予算としました。

（水道事業会計）

平成 25 年度当初予算の概要

　　一般会計 90 億 9,700 万円 （前年比 3.9％減額）

　　特別会計 69 億 7,552 万円 （前年比 1.7％増額）

　　企業会計 5 億 4,918 万円 （前年比 3.3％減額）
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費
用
対
効
果
を
意
識
し
た
歳
出
予
算

～
持
続
可
能
な
財
政
構
造
の
確
立
～

　
町
税
は
、
た
ば
こ
税
の
増
額
が
あ
っ

た
も
の
の
、
今
後
も
大
幅
な
増
収
は
見

込
め
ず
、
地
方
交
付
税
も
減
少
す
る
傾

向
に
あ
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で

今
ま
で
以
上
に
効
率
的
な
財
政
運
営
を

行
い
、
町
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

財
政
調
整
基
金
な
ど

５
億
８
４
７
万
円
を
活
用
　

　
歳
入
に
は
、
町
税
な
ど
の
自
主
財

源
と
地
方
交
付
税
な
ど
の
依
存
財
源

が
あ
り
、
自
主
財
源
が
多
い
ほ
ど
行

政
活
動
の
自
主
性
と
安
定
性
が
確
保

さ
れ
ま
す
。
日
出
町
は
自
主
財
源
が

36
億
８
２
８
１
万
円
で
40
・
５
％
と
県

下
で
は
高
い
方
で
す
が
、
町
の
預
金
で
あ

る
財
政
調
整
基
金
か
ら
３
億
７
５
０
万

円
、
減
債
基
金
か
ら
１
億
５
千
万
円
な

ど
５
億
８
４
７
万
円
を
取
り
崩
し
、
財

源
不
足
を
繰
入
金
で
補
う
厳
し
い
財
政

状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
町
の
借
入
金
で
あ
る
町
債
は
減
額
と

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
当
初
予
定
し
て

い
た
藤
原
小
学
校
、
大
神
小
中
学
校
の

校
舎
・
屋
内
運
動
場
の
耐
震
強
化
補
強

事
業
を
平
成
24
年
度
に
前
倒
し
し
た
た

め
の
減
額
で
す
。

増
加
す
る
扶
助
費

人
件
費
・
公
債
費
は
減
額
　

　
法
令
等
で
義
務
付
け
ら
れ
、
任
意
に

増
減
の
で
き
な
い
義
務
的
経
費
は
、
昨

年
度
に
比
べ
人
件
費
や
公
債
費
が
減
額

に
な
り
ま
し
た
が
、
住
民
福
祉
の
向
上

を
図
る
た
め
の
扶
助
費
は
年
々
増
加
傾

向
と
な
っ
て
い
ま
す
。

公
共
事
業
な
ど投

資
的
経
費
は
減
額
　

　

投

資

的

経

費

の

総

額

は
、

９
億
８
８
０
８
万
円
で
前
年
度
対
比

28
・
５
％
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
豊
岡
小
学
校
校
舎
増
改
築
事

業
や
日
出
中
学
校
校
舎
耐
震
化
補
強
事

業
が
平
成
24
年
度
で
終
了
し
た
こ
と
が

主
な
要
因
で
す
。

「
人
」
を
大
切
に
す
る

ま
ち
づ
く
り
の
実
現
　

　
障
が
い
者
の
自
立
支
援
給
付
事
業
、

高
齢
者
や
乳
幼
児
の
疾
病
予
防
事
業
、

生
活
困
窮
者
の
支
援
事
業
な
ど
の
福
祉

施
策
を
継
続
、
充
実
さ
せ
る
こ
と
で
、

社
会
的
弱
者
が
地
域
の
中
で
生
き
生
き

と
暮
ら
せ
る
町
を
め
ざ
し
た
予
算
と
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
町
民
の
健
康
づ
く
り
、
子
育

て
支
援
、
義
務
教
育
の
充
実
な
ど
、
活

力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め

の
予
算
も
計
上
し
て
い
ま
す
。

歳出内訳 予算額
議 会 費 155,365
総 務 費 1,104,436
民 生 費 3,175,107
衛 生 費 747,731
労 働 費 3
農林水産業費 335,531
商 工 費 135,364
土 木 費 1,077,185
消 防 費 464,493
教 育 費 887,135
災害復旧費 3,723
公 債 費 979,468
諸 支 出 金 1,459
予 備 費 30,000

合　計 9,097,000

歳入内訳 予算額
地 方 税 2,793,674
地方交付税 2,210,000
国庫支出金 1,032,736
県 支 出 金 804,551
地 方 債 958,900
そ の 他 1,297,139

合    計 9,097,000

上）一般会計歳入
　　科目別構成円グラフ

一般会計総額
　90 億 9,700 万円

下）一般会計歳出
　　性質別円グラフ

総務費 12.1%

民生費 34.9%労働費 0.0%

衛生費 8.2%

 3.7%

商工費 1.5%

土木費 11.9%

消防費 5.1%

教育費 9.8%

 0.0%
公債費 10.8%

諸支出金 0.0%

予備費 0.3%

議会費 1.7%

歳 出

人件費
  22.4%

扶助費 20.3%
公債費
10.8%

普通
建設費
10.8%

物件費
11.0%

維持補修費 0.6%

補助費 14.4% 繰出金
　9.4%

その他
 0.3%
その他
 0.3%

農林水産
業費

災害
復旧費

地方税
30.7%

地方交付税
24.3%

国庫支出金
11.4%

県支出金
8.8%

地方債
10.5%

その他
14.3%

歳 入
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児童館での読み聞かせの様子

学校教育の充実 （日出中学校での授業の様子）

改修を待つ致道館

出会い応援事業の様子

平成 25 年度主要事業

　４つの基本理念に沿った事業展開を行い、日出町の将来像である「人と自然が調和したふれあ

いと活力あるまち」を実現するために、日出町総合計画では「人」を大切にするまちづくり、「自

然」と調和したまちづくり、「ふれあい」広がるまちづくり、「活力」あふれるまちづくりを施策

の大綱として設定しています。平成 25年度の主要事業は次のとおりです。

「人」を大切にするまちづくり

　　・障がい児通所支援利用促進事業	 890

　　・地域生活支援事業	 36,990

　　・生活困窮者支援事業	 2,904

　　・５歳児発達相談事業	 640

　　・未熟児療育医療費給付事業	 1,512

　　・地域支え合い、子育て支援事業	 6,995

　　・地域人材ネットワーク事業	 5,364

　　・健康増進、食育推進計画策定事業	 437

　　・食育推進事業	 258

　　・保育所緊急整備事業	 108,395

　　・緊急通報装置設置事業	 4,306

　　・日出町庁舎耐震化事業	 5,150

　　・防災行政無線整備事業	 15,966

　　・安全、安心まちづくり事業	 15,128

　　・町立幼稚園耐震化事業	 11,700

　　・小中学校教育奨励費	 1,245

　　・ICT支援員緊急雇用対策事業	 5,078

　　・古書修復、貴重書整理解読事業	 4,058

　　・中央公民館ホール音響設備整備事業	 8,610

　　・街なみ環境整備事業（文化財）	 59,000

　　・地域「教育力」向上支援事業	 2,439

「ふれあい」広がるまちづくり

　　・区長報酬	 28,042

　　・定住促進雑誌作成事業	 7,569

　　・出会い応援事業（婚活推進事業）	 548

　　・観光情報発信事業	 9,891

　　・協働のまちづくり事業	 1,559

　　・小中学校外国語活動推進事業	 9,200

　　・情報化推進事業	 45,000



予算を家計に例えると特別会計予算　69 億 7,552 万円

企業会計予算　５億４,912 万円

【収入】 （単位：万円）

【支出】

5

給与 町税 123

実家からの仕送
交付税、国・県から
の補助金など

196

アルバイト収入 使用料など 12
借金 町債 42
貯金引出など 繰入金など 27
収入合計 歳入合計 400

特別会計区分
平成25年度

予算額
前年対
比伸率

国民健康保険特別会計 3,189,677 1.6%

簡易水道特別会計 16,818 47.2%

公共下水道事業特別会計 964,309 △ 2.6%

漁業集落排水事業特別会計 36,015 2.6%

農業集落排水事業特別会計 40,327 1.4%

介護保険特別会計
（保険事業勘定）

2,433,827 3.8%

介護保険特別会計
（サービス勘定）

19,427 5.1%

後期高齢者医療特別会計 275,116 △ 1.6%

特別会計区分
平成25年度

予算額
前年対
比伸率

水道事業会計 549,117 △ 3.3%

食費 人件費 90
光熱水費・保険料など 物件費・補助費 102
医療費など 扶助費 81
子どもへの仕送り 繰出金 38
車の修理など 維持補修費 2
ローン返済 公債費 43
家の改築 投資的経費 43
預金など 積立金 1
支出合計 歳出合計 400

「活力」あふれるまちづくり

　　・経営規模拡大チャレンジ支援事業	 6,550

　　・日出海（ひじんうみ）創生プロジェクト	 3,435

　　・日出の鱧ブランド化推進事業	 996

　　・有害鳥獣被害防止対策事業	 14,263

　　・町道改良事業	 368,325	

　　・プレミアム商品券補助事業	 6,425

　　・企業立地促進条例助成金	 5,500

　　・商店街街路灯取付事業	 1,800

　　・ご当地グルメ調査振興事業	 8,451

　　・街なみ環境整備事業（城址周辺）	 83,901

　　・コミュニティバス運行事業	 10,676

　　・都市再生整備事業（暘谷駅周辺）	 81,400

「自然」と調和したまちづくり
　　

　　・公園遊具設置事業	 30,100

　　・住宅用太陽光発電システム設置補助事業	 5,000

　　・合併処理浄化槽設置事業	 6,384

　　・生ゴミ処理対策推進事業	 830

　予算を身近に感じていただくために、平成 25
年度一般会計を家計簿に置き換えてみました。
　1年間の家計の収集と支出を平成 23年度の平
均給与 400万円（注１）に換算してみました。

（注１）国税庁の「平成 23 年度分民間給与実態統計調査」より
平均年収は 409 万円。約 400 万円として表示しています。

単位：千円、％

単位：千円、％
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お
い
し
い
加
工
品
を
お
届
け
し
ま
す

農
産
物
加
工
場
が
完
成

　
２
月
28
日
、
川
崎
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
近
く
に
、
Ｊ
Ａ
べ
っ
ぷ
日
出
農
産

物
加
工
場
が
完
成
し
ま
し
た
。

　
日
出
町
内
で
は
、
副
業
的
農
家
や
高

齢
農
業
者
が
増
加
す
る
一
方
で
、
後
継

者
不
足
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
Ｊ
Ａ
べ
っ
ぷ
日
出
で
は
、

従
来
破
棄
さ
れ
て
い
た
余
剰
野
菜
や
規

格
外
果
実
等
を
有
効
利
用
し
加
工
す
る

６
次
産
業
化
を
図
り
、
農
家
所
得
の
向

上
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
加
工
場
で
作
ら
れ
た
弁
当
や
ジ
ュ
ー

ス
、
漬
物
は
併
設
さ
れ
た
直
売
所
で
販

売
さ
れ
る
ほ
か「
ふ
れ
あ
い
の
里
」な
ど

の
Ｊ
Ａ
直
売
所
で
も
販
売
さ
れ
ま
す
。

二
の
丸
館
育
ち
の
城
下
か
れ
い

う
み
た
ま
ご
デ
ビ
ュ
ー

　

二
の
丸
館
の
水
槽
で
飼
育
さ
れ
て
い

た
８
匹
の
マ
コ
ガ
レ
イ
が
大
分
市
の
う

み
た
ま
ご
で
公
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

昨
年
10
月
に
う
み
た
ま
ご
に
移
さ
れ

た
時
は
体
長
15
㎝
ほ
ど
だ
っ
た
マ
コ
ガ

レ
イ
。最
初
は
環
境
の
変
化
に
落
ち
着

き
が
な
か
っ
た
そ
う
で
す
が
、職
員
の

方
に
大
切
に
育
て
ら
れ
、晴
れ
て
特
別

展
示
デ
ビ
ュ
ー
の
日
を
迎
え
ま
し
た
。

　

３
月
19
日
か
ら「
特
別
展
示 

大
分
県

特
産
魚
介
類
展
」の
コ
ー
ナ
ー
に
配
置

さ
れ
て
い
ま
す
。７
月
中
旬
か
ら
は「
豊

の
海
の
名
産
魚
」の
コ
ー
ナ
ー
に
移
さ

れ
、関
あ
じ
・
関
さ
ば
と
同
じ
水
槽
で
過

ご
す
と
い
う
こ
と
で
す
。う
み
た
ま
ご

で
の
城
下
か
れ
い
の
展
示
は
お
よ
そ
２

年
ぶ
り
と
の
こ
と
で
す
。

 TOWN　TOPICS
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　まちの話題　2〜 3月

　日出町 facebook
   パソコンでも身近な情報が満載
  http://www.facebook.com/hijimachi　

喜
び
と
寂
し
さ
を
味
わ
い
な
が
ら

町
内
の
中
学
で
卒
業
式

　
３
月
８
日
、町
内
の
中
学
校
で
一
斉

に
卒
業
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
町
内
で
今
年
度
、中
学
校
を
卒
業
す

る
生
徒
は
２
５
７
名
で
、最
も
生
徒
数

の
多
い
日
出
中
学
校
で
は
２
０
８
名

が
晴
れ
の
日
を
迎
え
ま
し
た
。

　「
式
の
間
中
、色
々
な
思
い
出
が
よ

み
が
え
っ
て
き
て
涙
が
出
そ
う
だ
っ

た
」と
い
う
卒
業
生
ら
は
、晴
れ
や
か

な
が
ら
も
少
し
さ
み
し
そ
う
な
笑
顔

で
親
し
ん
だ
校
舎
や
友
人
と
最
後
の

時
間
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
春
の
日
差
し
と
南
風
も
卒
業
生
の

門
出
を
祝
福
し
て
い
る
か
の
よ
う
な

陽
気
の
中
、卒
業
式
終
了
後
も
通
い
な

れ
た
通
学
路
で
友
達
同
士
、別
れ
を
惜

し
む
姿
が
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
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日
出
町
か
ら
の
支
援
物
資
で

亘
理
町
に
笑
顔
広
が
る

　
３
月
11
日
、
宮

城
県
亘
理
町
で
行

わ
れ
た
「
東
日
本

大
震
災
二
周
年
　

亘
理
町
合
同
追
悼

式
」
に
堀
田
副
町

長
が
参
列
し
ま
し

た
。

　
日
出
町
で
は
震

災
以
降
、
物
資
の

支
援
や
亘
理
町
荒

浜
小
学
校
の
児
童

を
招
待
し
て
の
サ

マ
ー
キ
ャ
ン
プ
な

ど
の
交
流
を
続
け

お
母
さ
ん
が
さ
ば
き
ま
す
!!

　
浜
の
母
ち
ゃ
ん

　
　
　
　
魚
料
理
教
室

　
毎
年
、大
神
中
学
校
の
１
年
生
向
け
に

魚
料
理
を
教
え
て
い
る
漁
協
女
性
部（
中

山
早
苗
部
長
）の
皆
さ
ん
が
、「
お
母
さ
ん

が
魚
料
理
を
覚
え
て
く
れ
た
ら
、魚
を
美

味
し
く
食
べ
ら
れ
る
」と
い
う
生
徒
の
言

葉
を
受
け
、初
め
て
保
護
者
を
対
象
に
し

た
料
理
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
２
月
26
日
の
夕
方
、大
神
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
に
集
ま
っ
た
12
人
の
お
母
さ
ん

た
ち
は
、漁
協
女
性
部
の
指
導
の
下
、真

剣
な
表
情
で
魚
を
さ
ば
い
て
い
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
佐
藤
美
沙
紀
さ
ん
は「
魚
を

さ
ば
く
時
、や
り
に
く
か
っ
た
こ
と
が
解

消
さ
れ
、参
加
し
て
よ
か
っ
た
」と
話
し
て

い
ま
し
た
。

て
来
ま
し
た
。

　
副
町
長
が
追
悼
式
に
参
加
し
た
際
、

11
月
23
日
に
送
っ
た
希
望
米
（
も
ち

米
）に
対
し
、亘
理
町
長
や
５
地
区
の
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
お
礼

状
を
頂
き
ま
し
た
。

　
送
っ
た
も
ち
米
を
使
っ
て
、
各
地
区

で
も
ち
つ
き
を
行
っ
た
り
、
赤
飯
を
炊

い
て
仮
設
住
宅
に
住
む
お
年
寄
り
に
配

布
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
３
月
18
日
に
は
新
た
に
、
ア
ン
コ
ー

ル
４
０
０
㎏
と
屋
根
か
け
ハ
ウ
ス
ミ
カ

ン
４
０
０
㎏
、計
１
２
０
箱
を
送
り
ま

し
た
。

　
改
め
て
被
害
に
遭
わ
れ
た
皆
様
に
、

謹
ん
で
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、
犠
牲
に
な
ら
れ
た
方
々
と
ご
遺

族
の
皆
様
に
対
し
、
深
く
お
悔
や
み
を

申
し
上
げ
ま
す
。一
日
も
早
い
復
旧
・
復

興
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

溢
れ
る
元
気
で
駅
伝
選
手
を
応
援

豊
明
保
育
園
が
応
援
大
賞
受
賞

　
春
の
県
内
一
周
駅
伝
の
応
援
大
賞
に
豊

明
保
育
園
が
選
ば
れ
ま
し
た
。賞
は
大
分

合
同
新
聞
社
か
ら
贈
ら
れ
る
も
の
で
参
加

し
た
県
内
53
の
団
体
の
中
か
ら
最
優
秀
の

応
援
大
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　
昨
年
の
紅
白
に
も
出
場
し
た
歌
手

「
ゴ
ー
ル
デ
ン
ボ
ン
バ
ー
」の
仮
装
を
し
た

園
児
ら
は
、シ
ー
ガ
ー
デ
ン
前
で
駅
伝
選

手
に
大
き
な
声
援
を
送
り
ま
し
た
。同
園

で
は
毎
年
、駅
伝
の
応
援
に
出
か
け
て
い

ま
し
た
が
、「
駅
伝
応
援
大
賞
」の
参
加
申

し
込
み
を
し
た
の
は
今
回
が
初
め
て
。初

参
加
で
大
賞
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　
園
児
は「
た
く
さ
ん
写
真
を
撮
ら
れ
て

恥
ず
か
し
か
っ
た
け
ど
う
れ
し
い
」と
話

し
て
い
ま
し
た
。

３月で閉園する同園のよい思い出になったということです

■写真提供　亘理町役場
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町
政
は
順
調
に
推
移
し
新
年
度
へ
前
進

　

「
町
政
の
刷
新
」、「
浮
揚
に
挑
戦
」、
ま
た

「
自
立
、
活
力
、
発
展
」
を
掲
げ
、「
人
と
自
然
が

調
和
し
た
ふ
れ
あ
い
と
活
力
の
あ
る
町
づ
く

り
」
を
め
ざ
し
て
、
す
で
に
９
年
目
を
迎
え
て

い
ま
す
。

　

こ

の

３

月

の

補

正

予

算

で

は

１
億
７
４
８
６
万
円
を
追
加
計
上
し
、
予
算

総
額
で
１
０
０
億
５
０
４
６
万
円
と
な
り
、

久
方
ぶ
り
に
１
０
０
億
円
を
超
え
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
平
成
24
年
度
末
の
最
終
決
算
見

込
み
は
、
92
億
２
０
０
０
万
円
程
度
と
な
り
、

前
年
度
比
で
１
．
９
％
の
増
額
決
算
と
な
る

見
込
み
で
す
。ま
た
、
年
度
末
現
在
で
の
財
政

調
整
、
減
債
の
両
基
金
は
14
億
４
２
７
３
万

円
、
各
種
基
金
の
総
額
は
22
億
１
４
８
８
万

円
と
一
時
期
に
比
し
て
増
加
し
て
い
ま
す
が
、

前
年
度
比
で
は
や
や
減
少
し
、
起
債
残
高
は

１
５
０
億
円
と
増
加
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

第
１
次
を
経
て
、
第
２
次
行
財
政
改
革
を

実
施
中
で
す
が
、
多
く
の
町
有
施
設
、学
校
施

設
で
老
朽
化
が
急
速
に
進
ん
で
お
り
、
こ
れ

ら
に
対
処
す
る
た
め
に
相
当
多
額
の
経
費
を

要
す
る
時
期
が
来
て
い
ま
す
。
多
く
の
行
政

需
要
に
も
か
か
わ
ら
ず
限
ら
れ
た
収
入
の
中

で
、
収
入
・
支
出
の
均
衡
を
考
慮
し
な
が
ら
の

慎
重
な
財
政
運
営
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
平
成
25
年
度
一

般
会
計
予
算
の
総
額
は
、
90
億
９
７
０
０
万

円
、
前
年
度
比
３
．
９
％
の
減
、
各
特
別
会
計

の
総
予
算
額
で
は
69
億
７
５
５
１
万
円
と
前

年
度
比
で
１
．７
％
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
一
般
会
計
予
算
の
主
要
財
源
の
町

税
収
入
は
27
億
９
３
６
７
万
円
、
前
年
度
比

１
．
３
％
の
増
、
そ
し
て
国
の
地
方
財
政
対

策
に
お
い
て
２
．
２
％
の
減
が
打
ち
出
さ
れ

て
お
り
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
普
通
交
付
税
は

21
億
円
、
特
別
交
付
税
は
１
億
１
０
０
０
万

円
の
収
入
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

支
出
面
の
詳
細
説
明
は
他
の
機
会
に
譲
り

ま
す
が
、
義
務
的
経
費
は
48
億
５
７
４
０
万

円
、
う
ち
人
件
費
は
１
．
０
％
の
減
、
扶
助
費

２
．
４
％
増
な
ど
と
な
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
投

資
的
経
費
は
９
億
８
８
０
８
万
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
新
年
度
も
職
員
の
研
修
や

意
識
改
革
を
強
く
押
し
進
め
、
ま
た
昨
年
４

月
の
職
員
給
与
の
通
し
号
級
制
度
の
解
消
、

今
年
４
月
か
ら
は
引
き
続
き
町
長
な
ど
三
役

の
報
酬
の
減
額
、
職
員
給
料
の
５
％
カ
ッ
ト
、

事
務
事
業
の
見
直
し
な
ど
種
々
の
改
革
に
取

り
組
み
ま
す
。

　

特
に
平
成
25
年
度
予
算
に
計
上
し
た
中

に
、重
要
事
業
が
目
白
押
し
で
す
。

　

一
部
を
こ
こ
に
列
記
し
ま
す
と
、
杵
築
速

見
消
防
組
合
本
部
・
各
署
庁
舎
施
設
の
通

信
施
設
の
デ
ジ
タ
ル
化
、
藤
ヶ
谷
清
掃
セ
ン

タ
ー
の
全
面
改
修
事
業
の
継
続
、
ま
た
杵
築

速
見
環
境
浄
化
組
合
の
設
備
更
新
事
業
、
町

下
水
道
事
業
浄
化
施
設
の
第
３
系
統
の
整
備

と
旧
施
設
の
改
修
な
ど
が
あ
り
こ
れ
ら
を
実

施
し
て
い
き
ま
す
。

　

一
方
、
予
算
編
成
の
都
合
で
一
部
を
平
成

24
年
度
の
補
正
予
算
に
計
上
し
て
い
ま
す

が
、
豊
岡
小
学
校
増
改
築
事
業
、
さ
ら
に
は
大

神
小
学
校
管
理
棟
、
大
神
小
・
中
学
校
体
育

館
、
各
幼
稚
園
園
舎
な
ど
の
老
朽
化
し
て
い

る
学
校
施
設
の
耐
震
強
化
の
取
り
組
み
を
行

い
、
平
成
25
年
度
中
に
事
業
を
終
え
る
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
他
、
多
く
の
方
か
ら
指
摘
さ
れ
た
中

央
公
民
館
ホ
ー
ル
の
音
響
設
備
改
修
や
道
路

改
良
事
業
、
交
通
安
全
施
設
整
備
な
ど
の
事

業
に
も
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。

四
百
年
余
を
経
て
城
址
に
鬼
門
櫓
復
元

　

恵
ま
れ
た
歴
史
的
遺
産
を
活
用
し
た
町
づ

く
り
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
た
び
３

年
有
余
に
わ
る
復
元
工
事
で
鬼
門
櫓
が
日
出

城
の
一
角
・
万
里
図
書
館
前
に
姿
を
現
し
ま

し
た
。
同
櫓
は
石
積
の
上
に
木
造
二
階
建
て

１
階
62
．８
６
㎡
、
２
階
35
．３
５
㎡
、
延
べ
面

積
98
．２
１
㎡
の
城
郭
建
築
物
で
す
。

　

日
出
城
は
１
６
０
１
年
に
建
城
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
そ
の
際
北
東
側
に
建
て
ら
れ
た
角

を
欠
い
た
五
角
形
の
特
異
な
構
造
で
、
希
少

な
評
価
を
も
つ
隅
櫓
を
鬼
門
櫓
と
呼
ん

で
い
ま
す
。

　

同
櫓
は
町
内
の
篤
志
の
方
々
が
購
入
、

移
築
に
よ
り
破
棄
を
免
れ
、最
後
に
東
仁

王
・
中
村
家
に
保
存
さ
れ
て
い
た
も
の
。

　

平
成
20
年
に
当
主
の
中
村
健
治
氏
か

ら
寄
贈
の
申
し
出
を
受
け
、
貴
重
な
文

化
財
と
し
て
解
体
、
復
元
工
事
を
始
め
、

完
成
に
よ
り
歴
史
展
示
館
と
し
て
活
用

す
る
も
の
で
す
。

　

鬼
門
櫓
は
名
前
が
示
す
と
お
り
、
日

出
城
北
東
の
隅
に
配
置
さ
れ
、
安
全
、
魔

除
け
を
祈
願
す
る
櫓
と
し
て
国
内
に
類

例
の
な
い
建
造
物
の
た
め
、
県
下
第
一

人
者
と
言
わ
れ
る
日
田
市
Ｙ
Ｏ
一
級
建

築
事
務
所
の
設
計
管
理
、
町
内
上
野
建

設
の
施
行
に
よ
り
立
派
に
完
成
の
運
び

と
な
り
、
３
月
18
日
午
前
11
時
か
ら
関

係
者
が
集
ま
り
盛
大
に
鬼
門
櫓
の
復
元

竣
工
式
を
と
り
行
い
ま
し
た
。

　

い
ず
れ
県
、
国
の
文
化
財
と
し
て
指

定
が
期
待
さ
れ
る
貴
重
な
歴
史
的
建
造

物
の
た
め
文
化
財
保
護
法
に
基
づ
い
て

解
体
、
復
元
に
努
め
ま
し
た
。４
月
２
日

か
ら
一
般
公
開
と
な
り
ま
す
の
で
多
く

の
皆
さ
ん
に
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

歴
史
文
化
の
薫
り
高
い
日
出
城
址
周

辺
が
、
観
光
拠
点
と
し
て
位
置
づ
け
ら

れ
、
多
く
の
人
た
ち
の
交
流
、
触
れ
合
い

の
場
と
し
て
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

(

次
号
へ
つ
づ
く)

日出町長　工藤　義見

そ の 72

だ
よ
り



暘谷駅周辺整備に伴う都市計画道路の素案について

「公聴会」を開催します  

　日出町では暘谷駅周辺の活性化を図るとともに、駅周辺部の危険性及びバリアフリー化等を考慮して、JRを挟

んだ南北をつなぐ自由通路、そして駅前広場の整備を計画しています。

　つきましては、次の日程で計画素案の閲覧をおこない、皆様のご意見をいただく公聴会を開催します。

　尚、公聴会で意見を述べるには、「公述申出書」が必要となります。

○都市計画素案の閲覧期間及び公述申出書の受付期間　４月８日（月）～４月 22日（月）

　※	「公述申出書」は都市建設課で配布する他、ホームページでもダウンロードができます。

　※	閲覧場所・公述申出書の受付場所　都市建設課

○公聴会の日程・会場

　５月２日（木）19時～　（受付開始 18時～）　

　大会議室（役場旧館３階）

○「公聴会」の有無の決定

　「公述申出書」の提出が無い場合、「公聴会」は開催しません。

　４月 26日（金）に開催の有無を決定し、ホームページ等で

　お知らせします。

○問合先　都市建設課　☎ 73-3172
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監 査 結 果 の 公 表

　地方自治法（昭和 22年法律第 67号）第 199 条第４項及び第７項の規定に基づき、平成 24年度定期監

査及び財政援助団体の監査を実施しましたので、同条第９項の規定により、その結果を公表します。

平成 25年３月 31日　 　　　　　　

日出町監査委員　　阿　部　長　夫　

日出町監査委員　　熊　谷　健　作　

　定期監査として、年次計画に基づき平成 24年 11 月 13 日より平成 25年１月 24日まで町長部局、教育

委員会部局の各課、議会、農業委員会等の各事務局、抽出による小学校１校、中学校１校、幼稚園１園及び

施工中の工事を対象に阿部長夫委員、熊谷健作委員が監査を行いました。

　平成 24年度における財務に関する事務・事業が予算及び関係法令等に基づき適正で効率的に執行されて

いるかを着眼点とし、関係資料及び諸帳簿のほか、関係書類の提出を求め、担当職員からの説明聴取により

実施しました。また、現地監査では現場確認並びに学校長、各関係職員の立会による施設の運営、管理状況を、

工事監査では現場において工事状況等についての説明を聴取しました。

　町長部局をはじめとする各部局における関係諸帳簿等を照合確認した結果、歳入・歳出ともに、予算及び

関係法令等に基づき正当な手続きにより執行され、改善を必要とする指摘事項や不適切な事務処理、予算執

行等も認められず、概ね適正に処理されていると認められ、財務及び行政事務の執行状況は良好であると認

めました。

　また、工事状況についても安全性を確保し施工されていることを確認しました。

　財政援助団体監査として、日出町職員共済会及び日出町体育協会における平成 24年度の出納、その他の

事務の執行について平成 24年 11月 15日及び 22日に監査を行いました。

　町からの補助金が交付目的に従って適正かつ効率的に執行されているか、また、財政援助に係る出納経理

その他の事務処理が適正に行なわれているか等について、補助金等交付申請書及び確定通知書をはじめ予算

書、決算書、実績報告書等、関係書類の提出を求め、審査を行うとともに、担当職員から説明を聴取しました。

監査の結果、財政援助の目的に従って概ね適正に執行されていることを認めました。

制度改正や手続き、暮らしに役立つ行政情報のお知らせ

完成イメージ図
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町
税
・
上
下
水
道
使
用
料
等
が

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
で
納
付
で
き
ま
す

　

平
成
25
年
４
月
以
降
、
町
税
、
上
下
水

道
使
用
料
等
の
納
付
が
九
州
内
（
沖
縄
県

を
除
く
）
の
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
及
び
郵
便
局
で

も
行
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
取
り
扱
い
可

能
に
な
る
納
付
書
は
以
下
の
通
り
で
す
。

○
固
定
資
産
税
、
町
県
民
税
、
軽
自
動

車
税
、
国
民
年
金
保
険
税
、
介
護
保
険

料
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料　

■
会

計
課　

☎
73
‐
３
１
２
０

○
上
下
水
道
使
用
料
金
、
下
水
道
受
益

者
負
担
金　

■
上
下
水
道
課　

☎
73
‐

３
１
３
４

○
保
育
園
保
育
料　

■
福
祉
対
策
課　

☎
73
‐
３
１
２
１

国
民
年
金
保
険
料
納
付
の

お
知
ら
せ　

　

平
成
25
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
は

月
額
１
５
、０
４
０
円
で
す
。

　

納
め
た
保
険
料
は
「
社
会
保
険
料
控

除
」
と
し
て
全
額
税
額
控
除
の
対
象
と

な
り
ま
す
。

　

お
得
な
１
年
度
分
・
６
ヵ
月
分
の
前

納
を
利
用
さ
れ
る
方
は
、
４
月
末
日
ま

で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先　

住
民
課
年
金
係

　

☎
73
‐
３
１
２
２

「
経
営
所
得
安
定
対
策
」
が

実
施
さ
れ
ま
す

　
水
田
作
物
等
へ
の
交
付
事
業
と
し
て

平
成
25
年
度
経
営
所
得
安
定
対
策
が
実

施
さ
れ
ま
す
。

　
対
策
は
昨
年
度
ま
で
実
施
さ
れ
て
い

た
戸
別
所
得
補
償
制
度
と
基
本
的
に
同

じ
枠
組
み
で
、
主
食
用
米
に
対
す
る
「
米

の
直
接
支
払
交
付
金
」
や
転
作
作
物
に

対
す
る
「
水
田
活
用
の
直
接
支
払
交
付

金
」
等
が
あ
り
ま
す
。

　
制
度
の
詳
し
い
内
容
や
交
付
金
の
申

請
を
さ
れ
る
方
は
、
日
出
町
農
業
再
生

協
議
会
（
農
林
水
産
課
内
）
に
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。

■
問
合
先
　
日
出
町
農
業
再
生
協
議
会

　
☎
73
‐
３
１
２
７

町
税
等
の

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？　

―
督
促
状
や
催
告
書
は
放
置
せ
ず
に
必

　
ず
連
絡
し
て
下
さ
い
。

―
納
付
は
便
利
な
口
座
振
替
で
。

　
役
場
や
金
融
機
関
の
窓
口
で
納
付
さ

れ
て
い
る
方
に
、
納
め
忘
れ
の
な
い
「
口

座
振
替
」
に
よ
る
納
付
を
お
勧
め
し
ま

す
。
口
座
振
替
は
金
融
機
関
の
預
貯
金

口
座
か
ら
、
税
金
や
各
種
料
金
を
納
期

ご
と
に
振
替
納
付
す
る
方
法
で
、
使
用

す
る
預
貯
金
通
帳
と
届
出
印
鑑
が
あ
れ

ば
、
役
場
や
金
融
機
関
の
窓
口
で
簡
単

に
手
続
き
が
で
き
ま
す
。

■
問
合
先
　
税
務
課

　
☎
73
‐
３
１
２
３

対象期間　４月１日（月）～７月 31日（水）

対象税目　住民税・固定資産税・軽自動車

税・国民健康保険税・介護保険料・

後期高齢者医療保険料

対象者　　キャンペーン期間中、新規（追加）

に口座振替を申し込んだ方

記念品　　的山荘ペアランチ券 30組

（3,000円相当の食事券×２人分）

※キャンペーン中に口座振替を解約し、再

度申し込まれた方は対象外です

※当選は発表をもって代えさせて頂きます

※発送は９月下旬予定

問合先　税務課　☎ 73-3123

日出町税
口座振替キャンペーン

今年は的山荘ペアランチ券が
                         当たります

既設の浄化槽・汲取り便槽から新しい浄化槽に設置替えする方に対して補助を行っています。
■補助対象地域　　　下水道が整備されていない地域
■補助対象浄化槽　　○浄化槽法の規定による構造基準に適合するもの
　　　　　　　　　　○ 10人槽以下のもの
■補助対象者　　　　補助対象地域内で一般居住用住宅において、既設の浄化槽・汲取り便槽から新
　　　　　　　　　　しい浄化槽 (５人槽～ 10人槽 ) に設置替えする方
■補助金額

■問合先　上下水道課下水道管理係　☎ 73-3124

新しい浄化槽に設置替えする方に補助します

※設置に要する費用が補助金の額に満た
ない場合は、設置に要する費用が補助
金の額となります。

人　　槽 補助金額
５人槽 332,000 円
６～７人槽 414,000 円
８～ 10人槽 548,000 円

制度改正や手続き、暮らしに役立つ行政情報のお知らせ制度改正や手続き、暮らしに役立つ行政情報のお知らせ
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ボランティア相談員募集！

　日出町ではボランティア相談員を募集しています。

　相談員は、専門知識、経験を有するボランティアとして登録され、町民からの相談に対応します。

誰もが助け合って、生きがいと幸福を感じながら暮らせる地域社会の実現を支援するため、子育てを

している親やその家族、子ども、障がい者、高齢者等の困りごとを解決するお手伝いをします。

　社会貢献の意志を持つ町民の皆様の力をお貸し下さい。

＜相談員の仕事＞

・町民からの電話、Eメール、ＦＡＸでの相談に対応し、問題解決を支援

・児童館、母親クラブ、老人クラブ等の活動に参加

＜相談員に求めるもの＞

・専門分野の公的資格や経験

＜登録申込＞

　希望者は、日出町社会福祉協議会ホームページにある登録申込書を印刷して記入し、資格を証明す

る書類のコピーもしくは職務経歴書を添付して、郵送又は直接窓口までご持参下さい。

＜申込期間＞　４月１日（月）～５月 31日（金）

＊登録された方は、研修終了後相談業務に携わっていただきます。

　相談員として知り得た情報については守秘義務があります。

■問合・申込先：日出町社会福祉協議会　☎ 72-0323　FAX：72-9785

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　http://www.hiji-syakyo.jp/wordpress

― 区長を委嘱します −
　日出町には地域住民が自主的に運営する任意団体として「区」が存在しています。又、その代表者として「区

長」がおり、区長を中心として地域内で起こる様々な問題の解決や、地域行事を行い、住民同士の交流や地域

づくりを行っています。区長の存在は、地域活性化の中心的役割としてだけではなく、町行政とのパイプ役と

して重要な意味を持っています。

　これまで町と区長との間に明確な関係がなかったことから、４月より特別職非常勤職員として委嘱を行うこ

とにより、町と区の結びつきの強化と町の事業の一層の推進を図ります。

●委嘱される人

　区の代表者として選出された方を委嘱します

●委嘱される業務

　町からの連絡事項の徹底、回覧文書の配布、住民の把握等

●変更点

　色々な業務を取り扱ってもらうことから、業務中の怪我等については町が補償を行います。

　これまでの区長手当に代えて、業務の対価として報酬を支給しますが、年間に支給される金額は変わりません。　

あなたのスキルを
日出町の相談員として活かしてみませんか？

日出町人材ネットワーク事業

地 域 行 政
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健　康
子育て
４月の休日当番医
　　　健康増進課	 ☎ 73‐ 3130

＊診療時間 9時～ 17時
＊		町報発行後に休日当番医が変更に
なる場合があります。各医療機関
や健康増進課にご確認ください。

４月の休日当番医
７日　金田耳鼻咽喉科医院	 28-0810
14日　江本眼科	 28-1700
21日　松本整形外科クリニック	 73-2775
28日　さくら医院	 28-0777
29日　こうまつ循環器科内科クリニック	 73-0077

５月の休日当番医
３日　日出児玉病院	 72-2724
４日　吉岡内科医院	 73-2787
５日　鈴木病院	 73-2131
６日　サンライズ酒井病院	 72-2266

平成25年度に75歳になる方にお知らせ

　高齢者肺炎球菌ワクチン予防接種
■対象者　日出町に住民票があり、今年度末まで満75歳に達する方

（昭和13年４月２日～昭和14年４月１日の間に生まれた方、

	それ以外の方が接種されても助成を受けることはできません）

■期間　　４月１日（月）～平成26年３月31日（月）

■助成額　上限3,000 円（１人１回限り）

■方法

　 医療機関に電話等で予約

　 医療機関にて委任状記入

　 支払（各医療機関が設定する接種費用から助成額を差し引いた額）

■予防接種を受ける際に持参するもの

　 印鑑（委任状記入時に必要）

　 健康保険証や運転免許証等（住所・年齢が確認できるもの）

■実施医療機関

　今年度から「日出町だけでなく杵築市の医療機関」で接種しても助成を

受けられるようになりました。杵築市の実施医療機関についてはお問い合

わせ下さい。

　＊多くの医療機関で予約が必要となります。事前にお問合わせ下さい。

■問合先　健康増進課　☎73‐3130

大分県後期高齢者医療の健康診査について
健康管理のため年に１回は健康診査を受診しましょう

■対象者　　大分県後期高齢者医療の被保険者

＊かかりつけのお医者さんで生活習慣病の診療等を受けて

いる方、同年中に特定健康診査又はそれに相当する健康診査

を受診された方は必ずしも受ける必要はありません。

■検査項目　問診、身体計測、血圧測定、尿検査、血中脂質検査、血糖検査、

肝機能検査、腎機能検査

■日程・場所　町が行う特定健診・がん検診と同じ日程・会場で行います。

又、広域連合の指定医療機関でも受診することができます。

■持参するもの　大分県後期高齢者医療の被保険者証、健康診査受診券（はが

き、広域連合から４月中に送付されます）

＊被保険者証や健康診査受診券を忘れたり、紛失したりすると、健康診査

を受診できない場合があります。お手元にない場合はお問合わせ下さい。

■費用　　　無料（年１回のみ）

■問合先　　健康増進課国保医療係　☎73-3133

未熟児養育医療申請窓口
が変わります

　未熟児養育医療とは、からだの発

育が未熟なまま生まれた赤ちゃん

が、指定養育医療機関に入院する場

合に、養育に必要な医療費を町が負

担する制度です。

　４月１日から申請窓口が県の保

健所から町福祉対策課子育て支援

係に変わります。

※３月に生まれた赤ちゃんで養育

医療に該当する場合は、県東部保健

所 (67-2511)へ速やかに申請して

ください。

■問合先

福祉対策課子育て支援係

☎ 73-3121

大石内科医院 72‐2121
岡田内科クリニック 28‐0101
川崎診療所 28‐1611
こうまつ循環器科内科クリニック 73‐0077
サンライズ酒井病院 72‐2266

酒井医院 72‐2624
日出児玉病院 72‐2724
日出中央医院 72‐2534
鈴木病院 73‐2131
矢野小児科医院 72‐1011
吉岡内科医院 73‐2787
サンライズ・ビュー 73‐2822

〈町内の実施医療機関〉
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大分県健康対策課からのお知らせ
＜肝炎ウイルス無料検査のお知らせ＞

　大分県では、ウイルス性肝炎の早期発見、早期治療を促進するため、保健

所及び医療機関でＢ型・Ｃ型肝炎ウイルスの無料検査を実施しています。

40歳以上の方、輸血を受けたことがある方などは、気づかないうちに肝炎

ウイルスに感染している可能性があります。また近年は20～30歳代の若

い方にもＢ型肝炎の患者が増加しています。まだ、検査を受けたことがな

い方は是非検査を受けて下さい。

○対象者　　今までに肝炎ウイルスの検査を受けたことがない方

○受診方法　 最寄の保健所で受検する。　

　　　　　　 お近くの医療機関で受診する。　の２通りあります。

　　　　　　　いずれも事前予約が必要です。

＜肝炎治療に対する医療費助成制度＞

大分県では、肝炎治療を受けられる方を対象に医療費の助成を行っています。

○対象医療　①Ｂ型、Ｃ型肝炎に対するインターフェロン治療

　　　　　　②Ｂ型肝炎に対する核酸アナログ製剤治療

○助成内容　世帯の所得に応じて自己負担額を月額１万円又は２万円に

　　　　　　軽減

○助成期間　原則１年以内（核酸アナログ製剤治療については更新可）

■問合先　大分県健康対策課　☎097-506-2673

日出町地域子育て支援センター
� ☎28‐1212

●子育て広場・子育て相談・援助

　月～金 9時～ 16時

●赤ちゃん広場（0歳～ 2歳）

　9日（火）･16日（火）	･23 日（火）

　･30日（火）10時～ 12時

●エアロビクス教室（～就学前）

　12日（金）･26日（金）10時 45分～

●お花畑をつくろう（0歳～就学前）

　18日（木）10時～ 12時

　日出中央公民館

●	誕生会（0歳～就学前）

　22日（月）11時～

●	こいのぼりをつくろう（0歳～就学前）

　5月 1日（水）11時～

日出町児童館� ☎72‐0323

●		親子リトミック教室（乳幼児・要申込）

　16日（火）11時～ 12時

●		えいごであそぼ！（乳幼児）

　18日（木）11時～ 11時 30分

●たのしい絵本読み聞かせ（乳幼児）

　19日（金）11時 15分～11時 45分

●WAKUWAKU つみきくらぶ（乳幼児）

　24日（水）10時 30分～ 12時

さざんか児童館� ☎72‐8383

●絵本の読み聞かせ

　1日（月）10時 30分～（乳幼児親子）

　13日（土）10時 30分～（小学生）

●赤ちゃん広場（０歳児・要申込・200円）

　10日（水）10時 30分～

●巡回児童館（スマイル子育て相談会）

　19日（金）	10 時 30分～

　中央公民館和室

●ボールプールで遊ぼう！

　29日（月）9時～

●	みんなで誕生日パーティー！

　（乳幼児親子・要申込・200円）

　30日（火）10時 30分～

	●親子グループ活動　10時 30分～

　0～ 1歳児　3・17・24日（水）

　　　2歳児　4・18・25日（木）

　3～ 5歳児　2・16・23日（火）

お母さん教室を開催します
　妊娠中のお母さんを対象に、妊娠中の過ごし方やお産についてのお話、

調理実習をします。赤ちゃんの健やかな成長を願って、この教室で楽しく

勉強しましょう。他の妊婦さんとも交流を持つ良い機会にもなりますの

で、是非ご参加ください。 ＊楽な服装でお越しください。

■場所　保健福祉センター　母子保健室

■問合先　福祉対策課子育て支援係　☎73‐3121

講 座 案 内

内　容 日　時 申込期限 持ってくるもの

「妊娠・授乳期の食事」
・管理栄養士によるお話
・調理実習

5月8日（水）

10時～12時30分
4月30日（火）

・母子健康手帳
・筆記用具
・バスタオル

①の時は、
上記のほかに
・エプロン
・三角巾
が必要です。

「楽なお産をするために」
・お産のしくみのお話
・おっぱいのお話

5月15日（水）

10時～12時
5月10日（金）



新刊案内

４月の休館日
１日・８日・14日・15日・22日・28日・29日

■ブーフーウーによる読み聞かせ
　　○とき　４月13日  （土）　 10時30分～11時30分
　　　　　　０歳～３歳向け
　　○とき　４月27日  （土）　 10時30分～11時30分
　　　　　　４歳～小学生向け
■FUMFUMによる読み聞かせ
　　○とき　４月26日  （金）　 11時～11時30分
　　　　　　０歳～５歳くらいまで
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「不幸は人生の財産」 
曽野綾子：著　小学館：刊

　アフリカなど世界各地で
NGO活動を続けている著者が、
実践に裏打ちされた思考のもと
に、苦労を厭う人々に対して「不
幸をプラスに変える」逆転の発
想を提示する。「週刊ポスト」連
載を再編集して単行本化。

「私がいないクリスマス」
加藤元：著　　講談社：刊

　中島育子。独身。30 歳。クリスマ
スイブに進行癌の手術。ぼろぼろの
人生に、思いがけない出会いが訪れ
る。祖母代わりのおミツさんは、噓
ばかりついて死んだ父親の本心を
教えてくれるのか？人間の本質に
迫る大人のビターファンタジー。

「こんちゅうかくれんぼクイズ」
ひさかたチャイルド：刊

　昆虫がどこにいるか、当てて
みましょう。見事に擬態した昆
虫をクイズ形式で紹介。敵に見
つからないように身を守った
り、獲物を捕まえたりする様子
が鮮明な写真で分かります。

「キャパの十字架」
沢木耕太郎：著　文藝春秋：刊

　フォトジャーナリズムの世界
で最も有名な「崩れ落ちる兵士」。
だが、誰もが知るこの戦争写真に
は数多くの謎があった。「世紀の
戦争写真」は本当は誰が撮ったの
か。キャパと恋人ゲルダとの隠さ
れた物語を明らかにする。

●行政相談
　ところ　役場新館 3 階 333 会議室
　と　き　４月２日（火）10 時～ 15 時
　問合先　総務課　☎ 73‐3150
　
●心配ごと相談
　ところ　役場新館 3 階 333 会議室
　と　き　４月９日（火）10 時～ 15 時
　問合先　福祉対策課　☎ 73‐3121

●心配ごと・行政合同相談
　ところ　豊岡地区公民館
　と　き　４月 16 日（火）10 時～ 15 時
　問合先　福祉対策課　☎ 73‐3121

●障がい児・者等支援相談
　相談先　社会福祉法人「みのり村」
　　　　　 みのり障がい者生活支援センター

☎ 72‐2818

●障がい児・者生活支援相談
　相談先　 太陽の家障害者生活支援センター

☎ 72‐1682
　　　　　（受付時間：8 時～ 17 時）

●高齢者総合相談
　相談先　 日出町地域包括支援センター
　　　　　（健康増進課内）☎ 73‐3115

●家庭児童・母子婦人相談
　相談先　福祉対策課　☎ 73‐3121
　
●いつでも子育てほっとライン
　相談ダイヤル　☎ 097‐545‐0110
　　　　　　　　（24 時間　365 日受付）

●無料人権相談所
　相談先　大分地方法務局杵築支局　
　　　　　☎ 0978‐62‐2271

●法律相談　（要予約）
　日　時　 第２火曜日（保健福祉センター）

第４火曜日（役場 333 会議室）
※祭日の場合は休み

　　　　　13 時 30 分～ 16 時 30 分
　費　用　30 分につき 5,000 円
　　　　　※収入が一定以下の方及び
　　　　　多重債務の相談は無料
　申込・問合先　大分県弁護士会
　　　　　　　　☎ 097‐536‐1458

定 期 相 談
萬里図書館　　　☎72－2851

図 書 館 だ より



既存建物の耐震化工事行います
悩む前に、お気軽にご相談ください。

阿部稔尚行政書士事務所
速見郡日出町3806番地21

電話 72-0975・FAX 75-7227

業務案内
相続・遺言手続・任意後見契約
建設業・農地法・古物商等各種許可申請
経営事項審査
内容証明・示談書・協議書作成等
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は
以
下
の
方
法
で
も
詠
進
で
き

ま
す
。

（ア）
代
筆（
墨
書
）（イ）
本
人
が
ワ
ー

プ
ロ
や
パ
ソ
コ
ン
等
を
使
用
す

る
。（ウ）
視
覚
障
害
の
方
は
、点
字

で
詠
進
す
る
。

▼
注
意
事
項

　

お
題
を
詠
み
込
ん
で
い
な
い

場
合
・
短
歌
の
定
形
で
は
な
い

も
の
又
は
用
紙
が
縦
長
の
場
合

失
格
と
な
り
ま
す
。
詳
し
い
要

項
は
宮
内
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

御
参
照
下
さ
い
。

▼
詠
進
の
締
切

９
月
30
日

（月）　

当
日
消
印
有
効

▼
宛
先

〒
１
０
０
‐
８
１
１
１　

宮
内
庁

＊
封
筒
に「
詠
進
歌
」と
書
き
添

え
て
下
さ
い
。

労
働
安
全
衛
生
法
に
基
づ
く

各
種
免
許
試
験　
　

　

ボ
イ
ラ
ー
等
技
士
関
係
や
ク

レ
ー
ン
等
運
転
士
関
係
ほ
か
衛

生
管
理
者
等
、
試
験
の
種
類
は

多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。
試
験
日

時
等
詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。

▼
場
所

九
州
安
全
衛
生
技
術
セ
ン
タ
ー

▼
学
科
試
験
手
数
料

６
、８
０
０
円（
非
課
税
）

▼
問
合
先

九
州
安
全
衛
生
技
術
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
４
２
‐
43
‐
３
３
８
１

相 

談

心
の
健
康
相
談
実
施
計
画

　

専
門
医
師
に
よ
る
医
療
相
談

及
び
保
健
師
に
よ
る
保
健
福
祉

に
関
す
る
一
般
相
談
日
を
設

け
、
認
知
症
や
そ
の
他
の
精
神

保
健
医
療
福
祉
に
関
す
る
相
談

を
行
い
ま
す
。

▼
日
時
・
場
所

○
毎
月
第
２
水
曜
日
14
時
～　

向
井
病
院

○
毎
月
第
４
火
曜
日
14
時
～　

別
府
医
療
セ
ン
タ
ー
精
神
科

＊
前
日
ま
で
に
要
予
約

▼
問
合
先　

東
部
保
健
所

☎
67
‐
２
５
１
１

無
料
法
律
・
人
権
相
談

▼
日
時　

５
月
10
日

（金）

▼
受
付
時
間

○
午
前　

９
時
30
分
～
11
時

○
午
後　

13
時
～
14
時
30
分

＊
受
付
は
当
日
会
場
で
行
い
ま
す
。

▼
場
所

大
分
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

危
険
物
取
扱
者
試
験

▼
種
類　

甲
種
・
乙
種
・
丙
種

＊
会
場
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

▼
願
書
の
配
布　

21
日

（木）
よ
り

左
記
に
て
行
い
ま
す
。

○
大
分
市
消
防
局
・
東
・
南
署

（
予
防
課
）
○
県
下
各
地
域
消

防
本
部
予
防
課
○
県
消
防
保
安

室
○
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

大
分
県
支
部

▼
願
書
受
付
期
間

○
電
子
申
請

４
月
16
日

（火）
～
５
月
４
日

（土）

○
書
面
申
請

４
月
19
日

（金）
～
５
月
７
日

（火）

▼
提
出
・
問
合
先

消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

大
分
県
支
部　

☎
０
９
７
‐
５
３
７
‐
０
４
２
７

小
学
生
～
高
校
生
の
た
め
の

夏
休
み
海
外
派
遣

▼
日
時

７
月
25
日

（木）
～
８
月
13
日

（火）

８
～
18
日
間

▼
場
所　

米
国
・
英
国
・
豪
州
・
カ

ナ
ダ
・
サ
イ
パ
ン
・
カ
ン
ボ
ジ
ア
・

フ
ィ
ジ
ー

▼
対
象　

小
３
～
高
３

▼
参
加
費

22
万
８
千
円
～
57
万
８
千
円

（
共
通
経
費
は
別
途
）

▼
締
切

６
月
３
日

（月）
及
び
10
日

（月）

＊
日
時
・
場
所
・
締
切
は
事
業
に
よ

り
異
な
り
ま
す
の
で
お
問
い
合

わ
せ
下
さ
い
。ま
た
説
明
会
を
全

国
14
都
市
で
５
月
下
旬
に
行
い

ま
す
。（
入
場
無
料
・
予
約
不
要
）

▼
問
合
先

国
際
青
少
年
研
修
協
会

☎
03
‐
６
４
５
９
‐
４
６
６
１

平
成
26
年
歌
会
始

▼
お
題　
「
静
」

＊「
静
謐
」「
静
ま
る
」
等
、「
静
」

の
文
字
の
入
っ
た
熟
語
や
訓
読

で
も
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
詠
進
歌
の
詠
進
要
領

　

お
題
を
詠
み
込
ん
だ
自
作
の

短
歌
で
一
人
一
首（
未
発
表
作

品
に
限
る
）
を
習
字
用
の
半
紙

を
横
長
に
用
い
、
右
半
分
に
お

題
と
短
歌
、
左
半
分
に
郵
便
番

号
、
住
所
、
電
話
番
号
、
ふ
り
が

な
付
の
本
名
、
生
年
月
日
及
び

具
体
的
な
職
業
を
毛
筆
。
縦
書

き
で
書
い
て
下
さ
い
。

＊
病
気
又
は
身
体
障
害
の
た
め

毛
筆
で
の
自
書
が
難
し
い
場
合

募 

集



消化器科・肛門科・外科・内科
泌尿器科・人工透析・リハビリテーション科

鈴 木 病 院
速見郡日出町3904番6

TEL㈹ 0977-73-2131

TEL㈹  0977-73-2151
速見郡日出町藤原1691番地1

すずらんクリニック
介護施設すずらん

h t t p：// www . s u z u k i - h p . o r . j p

久寿会
医療法人

腎臓内科

http://koumatu.or.jp/
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▼
期
間
・
時
間　

○
前
期（
講
義
）５
月
16
日

（木）
～

約
４
ヶ
月
間

○
後
期（
講
義
）９
月
26
日

（木）
～

約
３
ヶ
月
間

＊
毎
週
木
曜
18
時
30
分
～
20
時

30
分

▼
場
所　

大
分
コ
ン
パ
ル
ホ
ー
ル

▼
受
講
料　

○
前
期　

２
万
円

○
後
期（
講
義
と
実
習
７
ヶ
月
）

　

２
万
５
千
円

▼
締
切　

４
月
30
日

（火）

▼
定
員　

50
人

▼
対
象
者

20
歳
～
65
歳
ま
で
の
方

▼
申
込
・
問
合
先

大
分
い
の
ち
の
電
話

☎
０
９
７
‐
５
３
７
‐
２
４
８
８

消
防
設
備
士
試
験
準
備
講
習

　

受
講
申
込
書
は
、
各
消
防
本

部
（局）
、
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ

ー
、
県
消
防
設
備
安
全
協
会
に

て
交
付
し
ま
す
。

＊
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▼
日
時　

７
月
28
日

（日） 

９
時
30

分
～
17
時

▼
場
所　

県
教
育
会
館

▼
講
習
種
別　

１
類
・
４
類
・
６

▼
相
談
内
容　

人
権
、金
銭
、不

動
産
、
雇
用
、
交
通
事
故
、
遺
産

相
続
、家
庭
内
の
問
題
等

▼
問
合
先　

大
分
地
方
裁
判
所

☎
０
９
７
‐
５
３
２
‐
７
１
６
１

無
料
行
政
相
談
会

　

様
々
な
問
題
を
抱
え
て
い
る

町
民
の
皆
様
の
相
談
窓
口
の
１

つ
と
し
て
、
毎
月
第
３
水
曜
日

（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）
に
開

催
し
て
い
ま
す
。

▼
日
時

４
月
17
日

（水） 

13
時
～
16
時

▼
場
所　

県
行
政
書
士
会

▼
相
談
内
容　

遺
言
・
成
年
後

見
相
談
・
不
動
産
関
連
・
内
容
証

明
・
各
種
許
認
可
申
請
・
そ
の
他

▼
問
合
先

県
行
政
書
士
会
事
務
局

☎
０
９
７
‐
５
３
７
‐
７
０
８
９

講
座

「
大
分
い
の
ち
の
電
話
」相
談
員

養
成
講
座
受
講
生

　

電
話
を
通
し
て
様
々
な
不
安

や
悩
み
を
持
つ
方
の
話
を
聴
き

心
の
支
え
と
な
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
で
す
。あ
な
た
も
相
談
員

に
な
り
ま
せ
ん
か
。

類（
各
甲
乙
種
）

▼
受
付
期
間

６
月
17
日

（月）
～
７
月
19
日

（金）

▼
提
出
・
問
合
先

県
消
防
設
備
安
全
協
会

☎
０
９
７
‐
５
３
７
‐
３
１
２
５

赤
十
字
救
急
法
等
講
習

【
救
急
法
基
礎
講
習
会
】

▼
日
時

５
月
３
日

（金）
／
６
月
25
日

（火）

９
時
～
15
時

▼
対
象　

一
般

▼
教
材
費
等　

１
、５
０
０
円

【
赤
十
字
救
急
法
救
急
員

養
成
講
習
会
】

▼
日
時

５
月
４
日

（土）
・
５
日

（日）
／
６
月
26

日
（水）
・
27
日

（木）

９
時
～
17
時
30
分

▼
対
象

赤
十
字
救
急
法
基
礎
講
習
修
了
者

▼
教
材
費
等　

１
、５
０
０
円

【
乳
幼
児
の

応
急
・
救
命
手
当
講
習
会
】

▼
日
時

５
月
15
日

（水） 

10
時
～
12
時

▼
対
象　

一
般

＊
託
児
あ
り
。保
険
代
に
１
、０

０
円
必
要
で
す
。

【
赤
十
字
救
急
法
救
急
員

資
格
継
続
研
修
会
】

▼
日
時

５
月
22
日

（水） 

10
時
～
15
時

▼
対
象

赤
十
字
救
急
法
救
急
員

＊
救
急
員
資
格
を
取
得
し
、２
年

以
上
経
過
し
た
方
。

▼
教
材
費
等　

１
、０
０
０
円

【
乳
幼
児
の
応
急
・
救
命
手
当
と

看
病
講
習
会（
幼
児
安
全
法
支
援

員
養
成
講
習
）】

▼
日
時

５
月
25
日

（土）
・
26
日

（日）

▼
対
象　

一
般

▼
教
材
費
等　

１
、５
０
０
円

▼
場
所　

日
赤
大
分
県
支
部

▼
問
合
先　

日
赤
大
分
県
支
部

☎
０
９
７
‐
５
３
４
‐
２
２
３
６

子
育
て
支
援
UP
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
パ
ソ
コ
ン
講
座
」

【
エ
ク
セ
ル
実
用
編
講
座
】

▼
日
時

５
月
７
・
14
・
21
・
28
日

10
時
～
12
時（
毎
週
火
曜
）

▼
場
所



　「豊の国千年ロマン時空博覧会」とは、大分県北部
地域ならではの素晴らしい生活文化（歴史、文化、食、
自然など全20プラン）を五感で感じて楽しむ予約制
の体験交流です。
開催期間  ：５月11日（土）～６月９日（日）
公式ガイドブック ：４月１日（月）～
   各市町村窓口等にて一斉配布
予約受付開始 ：４月19日（金）９時～
■問合先　豊の国千年ロマン観光圏事務局

☎24-2828

「豊の国千年ロマン時空博覧会」初開催！「豊の国千年ロマン時空博覧会」初開催！
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○
６
月
25
日

（火）

10
時
30
分
～
17
時

○
６
月
26
日

（水）

10
時
30
分
～
15
時
30
分

▼
場
所

別
府
ビ
ー
コ
ン
プ
ラ
ザ

▼
受
講
料　

９
、０
０
０
円

「
調
理
師
読
本
」代
含
む

　

２
日
間
で
７
科
目
の
講
習
が

あ
り
ま
す
。申
し
込
み
は
、第
１

日
目
の
９
時
30
分
か
ら
会
場
で

行
い
ま
す
。筆
記
用
具
、弁
当
を

お
持
ち
下
さ
い
。
他
会
場
で
の

講
習
会
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

▼
問
合
先　

東
部
保
健
所

☎
67
‐
２
５
１
１

看
護
力
再
開
発
講
習
会

（
日
田
地
区
）

　

保
健
師
、
助
産
師
、
看
護
師
、

准
看
護
師
の
資
格
を
持
ち
、
家

庭
に
い
て
就
業
を
希
望
す
る

方
々
の
職
場
復
帰
を
容
易
に

す
る
た
め
、
講
習
会
を
開
催
し

ま
す
。受
講
無
料（
但
し
資
料
代

３
、０
０
０
円
）子
育
て
中
の
方

も
参
加
し
や
す
い
よ
う
に
受
講

時
間
を
短
く
し
ま
し
た
。
全
日

程
受
講
者
に
つ
い
て
は
知
事
の

修
了
証
書
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

▼
日
時　

６
月
18
日

（火）
～
７
月

12
日

（金）
の
間
の
８
日
間　

９
時

30
分
～
15
時

▼
場
所　

日
田
市
医
師
会

▼
申
込
期
間

４
月
16
日

（火）
～
５
月
16
日

（木）

▼
申
込
・
問
合
先

県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
７
‐
５
７
４
‐
７
１
３
６

そ
の
他

「
協
会
け
ん
ぽ
」か
ら
お
知
ら
せ

　

今
年
度
、
保
険
料
率
は
据
え

置
き
と
な
り
ま
し
た
。
３
月
分

（
４
月
納
付
）以
降
、県
の
適
用

事
業
所
の
保
険
料
率
は
変
更
あ

り
ま
せ
ん
。

▼
保
険
料
率

○
健
康
保
険　

10
・
08
％

○
介
護
保
険

　

全
国
一
律　

１
・
55
％

▼
問
合
先

全
国
健
康
保
険
協
会
大
分
支
部

☎
０
９
７
‐
５
１
４
‐
３
０
７
７

憲
法
週
間
を
迎
え
て

～
５
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
は

「
憲
法
週
間
」で
す
～

　

憲
法
記
念
日（
５
月
３
日
）を

中
心
と
し
た
１
日
か
ら
７
日
ま

で
を
、
裁
判
所
で
は
憲
法
週
間

Ｈ
Ｉ
Ｔ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

▼
受
講
料　

３
、０
０
０
円

【
ワ
ー
ド
初
級
講
座
】

▼
日
時

５
月
10
・
17
・
24
・
31
日

10
時
～
12
時（
毎
週
金
曜
）

▼
場
所

Ｈ
Ｉ
Ｔ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

▼
受
講
料　

３
、０
０
０
円

【
無
料
IT
相
談
】

▼
日
時

５
月
９
・
16
・
23
・
30
日

13
時
～
15
時（
毎
週
木
曜
）

▼
場
所

町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
期
限　

４
月
23
日

（火）

＊
年
齢
・
性
別
を
問
い
ま
せ
ん
。

有
料
託
児
あ
り
ま
す
。

▼
申
込
・
問
合
先

パ
ワ
ー
ウ
ェ
ー
ブ
日
出

☎
75
‐
８
６
３
７

調
理
師
試
験
準
備
講
習
会

▼
日
時　

　
　
　
　
　
藤
原
　
村
岡
　
祥
子

百
人
一
首
の
下
の
句
そ
ら
ん
ず
る

声
合
い
て
今
年
も
楽
し
く
歌
会
始

ま
る

川
崎
　
石
和
ト
シ
コ

久
々
に
帰
り
来
て
話
す
子
ら
の
声

家や

う

ち内
に
満
ち
て
年
改
ま
る

豊
岡
　
赤
山
　
ち
ゑ

饒じ
ょ
う
ぜ
つ舌
の
過
ぎ
た
る
己
省か

え
り
み
る

会
終
え
し
夜
の
一
人
の
部
屋
に

川
崎
　
藤
田
　
和
子

黄
昏
の
山
里
に
立
つ
薄
け
む
り

草
木
燃
や
せ
ば
ふ
る
里
匂に

お

う

豊
岡
　
坪
田
　
京
子

夕
東ご

ち風
に
船
戻
り
く
る
防
波
堤

日
出
　
永
松
美
知
子

羽
根
に
顔
埋う

ず

め
る
鳥
の
浅
き
春

藤
原
　
岸
川
　
房
子

手
の
仕
草
そ
れ
ぞ
れ
違
う
雛

ひ
い
な

達

豊
岡
　
森
永
三
千
代

糸
が
浜
今
も
変
わ
ら
ぬ
干ひ

が

た潟
か
な

川
崎
　
塩
手
千
鶴
子

春
の
歌
し
ば
し
の
間
乙
女
な
り

日
出
　
定
平
　
勝
義

年
度
末
悲
喜
交こ

も
ご
も交
の
涙
あ
り

町
民
文
芸
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ま
す
。
一
般
の
方
の
参
加
も
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
日
時

５
月
19
日

（日） 

11
時
～

▼
場
所　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
内
容　

日
出
ミ
ニ
リ
レ
ー
・

が
ん
で
亡
く
な
っ
た
方
を
偲
ぶ

ル
ミ
ナ
リ
エ（
紙
灯
篭
）の
点
灯

ほ
か

＊
受
付
に
て
参
加
募
金
と
し
て

ル
ミ
ナ
リ
エ
バ
ッ
グ（
５
０
０
円
）

の
購
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
先

リ
レ
ー
・
フ
ォ
ー
・
ラ
イ
フ
大
分

実
行
委
員
会

☎
０
９
０
‐
７
４
５
４
‐
４
２
９
２

（
副
実
行
委
員
長
谷
口
）

吉
野　

咲さ

あ

や愛（
凌　

高
平
）

田
坂　
　

叶ゆ
め（
誠　

宮
の
下
）

野
島　

幸ゆ
き
ま
さ正（
大
介　

西
の
二
）

野
島　

清き
よ
ま
さ正（
大
介　

西
の
二
）

長
尾
寿じ

ゅ
た
ろ
う

多
郎（
圭
史　

東
仁
王
）

平
山　
　

愛あ
い（
径　

堀
）

阿
部　

斗と

う

あ空（
大
輔　

堀
）

河
本
カ
ー
ソ
ン
世せ

な那

（
カ
ー
ソ
ン 

ル
ー
ク　

日
出
団
地
）

塩
入　

結ゆ

う

か花（
秀
和　

東
部
）

池
本　

麗れ

な那（
積
彦　

則
次
）

と
定
め
て
い
ま
す
。こ
れ
は
、憲

法
の
精
神
や
国
民
生
活
に
お
け

る
裁
判
所
の
役
割
を
国
民
の
皆

さ
ん
に
理
解
し
て
い
た
だ
く
こ

と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
す
。

全
国
各
地
の
裁
判
所
で
は
、
例

年
こ
の
時
期
に
、
法
廷
等
見
学

ツ
ア
ー
や
各
種
説
明
会
等
の
憲

法
週
間
行
事
を
積
極
的
に
行
っ

て
い
ま
す
。

　

憲
法
週
間
の
イ
ベ
ン
ト
を

は
じ
め
裁
判
例
情
報
、
司
法
統

計
、見
学
・
傍
聴
案
内
等
の
各
種

情
報
は
、
裁
判
所
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
で
。
裁
判
員
制
度
の
詳
し
い

情
報
は
、
裁
判
員
制
度
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

是
非
、
ア
ク
セ
ス
し
て
み
て
下

さ
い
。

リ
レ
ー
・
フ
ォ
ー
・
ラ
イ
フ

日
出
ミ
ニ
リ
レ
ー

　

が
ん
と
闘
っ
た
人
、
闘
っ
て

い
る
人
、家
族
、サ
ポ
ー
ト
し
て

い
る
人
が
一
緒
に
歩
き
な
が
ら

話
を
す
る
、
リ
レ
ー
イ
ベ
ン
ト

を
日
出
町
で
開
催
し
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
ペ
ー
ス
で
自
由

に
歩
き
な
が
ら
会
話
す
る
こ
と

で
、
が
ん
に
対
す
る
意
識
を
高

め
、
参
加
者
同
士
交
流
を
深
め

板
井　

遥は

る

ね音（
一
也　

成
行
）

阿
部　

結ゆ

う

ま真（
一
貴　

平
原
）

廣
瀨　

航こ

う

た太（
愉
高　

西
小
深
江
）

川
島　

龍り
ゅ
う
せ
い聖（
竜
太　

内
野
）

佐
藤　

心こ
こ
ね音（

槙
悟　

内
野
）

井
上　

結ゆ

い

な愛（
順
一　

内
野
）

河
野　

羽は

る琉（
和
樹　

内
野
）

辻
本　

悠ゆ

う

ま真（
諭　

後
村
）

（　

）内
は
保
護
者
名
・
地
区
名

松
本　

貞
則（
83　

中
の
三
）

山
本　

美
子（
77　

西
の
三
）

加
來
ス
ミ
コ（
91　

西
の
三
）

坂
本　

國
治（
69　

新
町
）

永
松　

良
治（
85　

南
部
）

利
光　

俊
彦（
85　

中
部
）

川
野　

一
枝（
92　

宗
行
）

工
藤　

安
人（
87　

辻
の
尾
）

工
藤　

枝（
104　

北
大
神
）

垣
迫　
　

京（
82　

大
神
中
央
）

平
田　

悟
士（
44　

大
神
中
央
）

吉
弘　

悦
子（
70　

港
）

戸
田
ヨ
シ
エ（
88　

牧
の
内
）

佐
藤　

佐
平（
87　

真
那
井
）

（　

）内
は
行
年
・
地
区
名

＊
２
月
届
出
分（
敬
称
略
）

風しんが流行しています
　昨年から関東地方を中心に10代～50代の男性を

中心に「風しん」が流行しています。

　妊婦、特に妊娠初期の女性がかかると、生まれてくる赤ちゃんが耳が聞こえに

くい、目が見えにくい、生まれつき心臓に病気がある、発達がゆっくりしているなど、「先天性風しん症

候群」という病気にかかってしまうことがあります。赤ちゃんがそのような生まれつきの病気になら

ないよう、特に次の方は、風しんの予防接種を受けることをご検討下さい。

○女性

　女性は妊娠前に、風しんの予防接種をご検討下さい。接種後２ヶ月は避妊が必要です。接種回数は子

どもの頃を含めて２回です。予防接種は、はしか（麻しん）も一緒に予防できる麻しん風しん混合（Ｍ

Ｒ）ワクチンで受けることをおすすめします。

○成人男性

　成人男性は、風しんに感染したことのない方、風しんワクチンを受けたことがない方、どちらも不明

な方は接種することをご検討下さい。二度接種しても問題ありません。

○妊婦さんの家族

　妊娠中の女性の家族は風しんの予防接種をご検討下さい。妊婦は風しんの予防接種を受けられませ

ん。１歳児と小学校入学前１年間（第２期）は麻しん風しん混合ワクチンの定期接種を受けましょう。

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

お
誕
生
お
め
で
と
う



なんでも相談室
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　日出町では、みなさんの日常生活の中での

悩みごとや困りごと、どこに相談したらよい

かわからないことについて職員がお話を聞く

「なんでも相談室」を 4月 1日より開設しま

した。

　＊法律相談など町で対応できないものに

　　関しては専門機関をご紹介します。

≪開設時間≫	 8 時 30分～ 17時　

	 （土日祝日、年末年始を除く）

≪相談場所≫	 新館 1階　相談室

≪相談員≫	 職員（管理職）

≪相談方法≫	 面談・電話

≪直通電話≫ ☎ 73-3118

第 71期名人戦 第 4 局
日出対局開催！

　5月21日・22日の両日、森内俊之名人と羽生善
治三冠による、第71期名人戦七番勝負の第4局「日
出対局」が的山荘で開催されます。
　5月20日の「前夜祭」と対局当日の「大盤解説会」
に入場する際はチケットが必要です。ご希望の方は
下記にてお買い求めください。（4月1日販売開始）

■前夜祭
　日　時：５月 20日（月）18時～ 20時
　　　　　受付 17時～　開場 17時 30分
　会　場：別府湾ロイヤルホテル　シルクホール
　入場料：一般 8,000 円　中学生以下 3,000 円
■大盤解説会
　日　時：5月21日（火）14時～「封じ手」まで
　　　　　5月22日（水）　9時～「終局」まで
　会　場：中央公民館ホール
　入場料：1,000 円
■問合先・チケット販売所
　日出町実行委員会   ☎ 73-3116（土日祝日を除く）
   観光協会　　　　  ☎ 72-4255

400年の時を経て再び
　
３
月
18
日
、旧
日
出
城
の
本
丸
北
東
隅
に
位
置
し
た
鬼
門
櫓
が
、

お
よ
そ
４
０
０
年
の
時
を
経
て
再
び
建
築
当
時
の
美
し
い
姿
を
現

し
ま
し
た
。

　　
平
成
21
年
よ
り
二
の
丸
館
の
建
設
を
中
心
と
し
た
日
出
城
址
周
辺

整
備
事
業
に
着
手
し
、
裏
門
櫓
の
復
元
、
大
手
門
通
り
の
電
柱
埋
設

化
な
ど
の
整
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
鬼
門
櫓
の
完
成
に
よ
り
二
の
丸
館
、
裏
門
櫓
、
裏
門
、
大
手
前
通

り
が
一
体
と
な
っ
た
歴
史
的
文
化
の
香
る
町
並
み
が
完
成
し
ま
し
た
。

　
日
出
城
址
周
辺
が
地
域
の
皆
さ
ん
の
憩
い
の
場
、
そ
し
て
多
く
の
観

光
客
が
訪
れ
る
交
流
の
場
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
明
治
６
年
の
廃
城
令
に
よ
っ

て
旧
日
出
城
内
の
天
守
や
櫓
な

ど
が
次
々
と
取
り
壊
さ
れ
る
中
、

鬼
門
櫓
は
民
間
の
方
の
力
で
移

築
保
存
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ

し
て
、
平
成
20
年
町
内
東
仁
王

の
中
村
健
治
氏
か
ら
ご
寄
贈
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
鬼
門
櫓
は
、
そ
の
名
の
示
す
と

お
り
鬼
門
の
方
角
に
あ
た
る
北
東

隅
を
欠
い
た
特
異
な
形
状
で
、
全

国
的
に
も
珍
し
い
城
郭
建
築
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
貴
重
な
文
化
財
と

し
て
の
評
価
を
受
け
、
建
築
当
時

の
資
材
や
工
法
を
可
能
な
限
り
取

り
入
れ
た
復
元
を
行
い
ま
し
た
。

■問合先　生涯学習課　73-3156

困った
ことが

あった
ら

相談し
て下さ

い

鬼門櫓４月２日一般公開
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　「毎日ごみを拾っても、次の日に

はまた、新しいごみがありまし

た」。そう話すのは日出小学校４年

生の甲斐愛鈴ちゃんと木村十和

子ちゃん。ふたりは２月１日から

３月６日までの間、近所の公園の

ごみ拾いを続け、どのようなごみ

が落ちていたのか記録を付けま

した。集まったごみの中で１番多

かったのはたばこの吸い殻で、ふ

たりが拾った吸い殻は 195 本で

した。

　ふたりはボーイスカウト別府第

９団のカブ隊に所属しています。

カブ隊の子どもが身近な目標に

挑戦するため、様々なジャンルか

ら設 定され た課 題に取り組 む

「チャレンジ章」というものがあり

ます。

　その中にある「住んでいる地域

内での善行を心がける」という科

目に挑戦する際、地域のために何

ができるかを考え、自分たちが普

段利用する公園のごみ拾いを思

いついたそうです。

　毎朝、登校前にごみ拾いをしよ

うと６時 30 分に待ち合わせるこ

とを決めたふたり。冬の太陽が昇

る前の薄暗い中、懐中電灯を片手

に出かける日もあったといいます。

　「雨の日や寒い日、行きたくない

日もあったけど、私たちがごみ拾

いをすることで、公園を使う人た

ちが気持ちよく使えると思ってが

んばりました」「毎日、犬の散歩を

している人やラジオ体操をして

いる人に褒められたのもうれし

かった」と愛鈴ちゃんと十和子

ちゃんはお互いの顔を見合わせ

ながら言いました。

　目標は１ヶ月ということでした

が、６日オーバーしたことについ

て訊ねると「途中、お休みした日が

あるから１ヶ月分」と愛鈴ちゃん。

自分たちの決めたルールをきち

んと守りました。

　集まったごみの内容をそれぞ

れノートに記録したところ、たば

この吸い殻やおかしの袋のほか

に古いランプなど不思議なものも

見つけたそうです。

　取材後、学校の友達と日が暮れ

るまで遊んでいたふたり。ごみ拾

いチャレンジは終了しましたが、

今ではごみが落ちていると気に

なって仕方ないそうです。「皆が使

う公園だから、ごみは自分で持ち

帰ってほしい」と話していました。

日出町の人のうごき

（　）内は前月比
      　内は昨年４月１日比

世帯数 11,823 （＋ 9） ＋ 103
人　 口 28,802 （＋ 4） ＋ 12
　　　 男 13,779 （＋ 1） ＋ 2

　　　 女 15,023 （＋ 3） ＋ 10
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（－  2）
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（－ 10）

318
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平成25年３月１日現在の
　　　 住民基本台帳の登録人口
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毎日拾っても、毎日ごみがありました

皆が使うから、ごみは持ち帰って

日出小学校　４年生

甲斐　愛
え り ん

鈴さん
木村十和子さん
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